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 令和６年度第９回総会 

（開始時刻９時３０分） 

 

事務局（足立事務局長） 

 それでは、ただいまから総会を始めさせていただきます。 

 本日の委員の出席状況でございますが、委員総数１８名のうち、本日出席の委

員は１７名、欠席委員は１名でございます。 

 したがいまして、出席委員数が在任委員数の過半数を超えておりますので、

「農業委員会等に関する法律第２７条第３項」の規定に基づき、本日の総会が、

「成立いたしますこと」をご報告申しあげます。 

 それでは、山田会長からご挨拶を賜りまして、そののち、「下関市農業委員会

総会会議規則第６条及び第７条」の規定に基づき、議長である会長の「開会の宣

告」ののち、お手元の総会次第に従いまして議事を進めさせていただきます。 

 それでは、会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 （会長挨拶） 

 先ほど、事務局から報告がありましたように出席委員が過半数を超えていま

す。本日の総会は、成立いたしますので、「令和６年度第９回定例総会の開会」

を宣告します。 

 それでは、議事に入ります前に総会会議規則第１９条第２項の規定に基づき

まして私のほか２名の委員が署名することとなっておりますので、私の方から

指名させていただきます。 

本日の総会の議事録署名委員に、議席番号８番、加藤ソメ委員と、議席番号９

番、石田安男委員の、ご両名を指名させていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

それでは、議事に入ります。日程第１「議案第１号 農地法第３条第１項の規

定による許可について」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

ご説明いたします。以降、着座にてご説明いたします。 

総会議案書１ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆で、面積は、２３９㎡、位

置図は３、４ページ、公図は、５、６ページをご覧ください。申請地は、下関市

役所豊田総合支所から南西へ、約１．３ｋｍに位置している、農業振興地域内白
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地の農地です。 

申請理由は、遠方に居住している譲渡人の要望に、譲受人が応じ、隣接地の宅

地と共に取得し、農業を始めるものでございます。申請地は、譲受人の自宅から        

譲受後は、きゅうりやなす等の野菜を栽培する予定で、贈与による所

有権の移転となっております。 

１ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は、田１３筆で、１筆は、現況地目が畑となっており

ます。合計面積は、１８，２５８㎡、位置図は７ページから１１ページ、公図は、

１２ページから１９ページをご覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本線川棚温泉駅

から約７００ｍ圏内に位置している、農業振興地域内の農用地です。 

申請理由は、農業後継者がいない譲渡人の要望に、以前申請地の一部を耕作し

ていた譲受人が応じたものでございます。申請地は、譲受人の自宅から        

の     距離に位置しており、譲受後は、水稲やさつまいもを栽培する予定

で、売買による所有権の移転となっております。 

総会議案書２ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は、田２筆で、合計面積は、１，５８

３㎡、位置図は２０、２１ページ、公図は、２２、２３ページをご覧ください。

申請地は、下関市役所豊北総合支所粟野支所から南西へ、約３ｋｍと３．１ｋｍ

に位置している農地で、     は、過去に農業公共投資の対象となった農地

で、     は、農業振興地域内の農用地です。 

申請理由は、市外に居住し、農業後継者もいない譲渡人の要望に、譲受人が応

じ、経営規模を拡大し、農業経営の安定を図るものでございます。申請地は、譲

受人の自宅から     の距離に位置しており、譲受後は、水稲を栽培する予

定で、売買による所有権の移転となっております。 

２ページに戻りまして、４番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は、田１筆で、面積は、３，１１８㎡、位置図は２４、

２５ページ、公図は、２６ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊田総

合支所から南西へ、約２ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対象となっ

た農地です。 

申請理由は、管理ができない譲渡人の要望に、譲受人が応じ、農業を始めるも

のでございます。申請地は、譲受人の自宅から     の距離に位置しており、

譲受後は、水稲やニンニクを栽培する予定で、贈与による所有権の移転となって

おります。 

各譲受人は農地を効率的に利用し、耕作に必要な労働力、農業用機械を所有し

ており、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支障が生ずる恐れがないこ

とから、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可基準を満たしていると
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考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

なお、説明に当たりましては、個人情報保護の観点から直接個人名を使わず、

譲渡人、譲受人等の表現で報告をお願いします。 

それでは、１番及び４番の案件につきまして、議席番号１６番、河本肇委員、

報告をお願いいたします。 

 

河本肇委員 

議席番号１６番、河本です。令和６年１２月３日、農業委員２名、事務局職員

１名で現地確認を行いました。 

１番の案件についてですが、譲受人は譲渡人から住居も借りており、このたび

借家とともに隣接する農地を取得し、農業を始めるものです。自家用の野菜を作

られ、野菜の直売所でも販売したいとのことで、何ら問題ないと思われます。 

４番の案件についてですが、隣接する家屋、宅地とともに農地を取得するもの

で、譲渡人から農地についても管理をしてほしいと依頼されたとのことです。水

稲については近くの農家の方から指導を受けながらされるということで、何ら

問題ないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告を

お願いいたします。 

 

石田安男委員 

 議席番号９番、石田です。２番の案件について、調査結果をご報告いたします。 

 １２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地調査をいたしました。内容

は、事務局の説明のとおりです。申請地は、ＪＲ川棚温泉駅より北側で線路より

海側に１２筆、線路及び国道の反対側に１筆の計１３筆１８，２５８㎡で、その

うち現況、畑が１筆です。 

 この地域は、昔は一等地で区画整理をして整然とした大区画になっているも

のの、水路は土側溝で水管理が難しく、最近耕作されていない水田が目立ってき

ています。譲受人は高齢で、農業後継者がいないため、以前から譲受人に耕作を
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お願いしていたため、この度、譲受人に譲り渡すことにしたものです。 

 譲受人は、水稲栽培に必要な機械設備はすべて装備しており、地域の担い手が

ほとんどいなくなった中、期待されています。今後、農家負担のない形の圃場整

備が必要であり、他地区より担い手の入植が必要な地域と思われます。 

 確認時、１３筆のうち、     の畑の半分と   及び       は、 

耕作されておらず、残りの１０筆は水稲が栽培される状態で管理されていまし 

た。売買による所有権の移転で、なんら問題ないと思います。 

 ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番の案件につきまして、議席番号１８番、有田孝義委員、報告

をお願いいたします。 

 

有田孝義委員 

議席番号１８番、有田です。３番の案件について、調査結果をご報告いたしま

す。 

令和６年１２月４日、農業委員２名、事務局職員１名で現地確認を行いました。

申請地は休耕状態でしたが、草刈がされており管理されていました。譲渡人は市

外に居住し、後継者もいないことから譲受人に申し出て譲受人が応じたもので

す。譲受人は申請地周辺の水田を耕作しており、規模拡大のため譲り受けるとの

ことで、問題ないと判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

  

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」、原案

のとおり「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第２「議案２号 農地法第５条第１項の規定による許可について」

をお諮りします。 
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それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書２７ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆で、転用面積は、１，２

８９㎡、位置図は２９、３０ページ、公図は、３１ページ、土地利用計画図は、

３２ページをご覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本線梅ケ峠駅から南西へ約２．

４ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農

地で、「第２種農地」となります。転用目的は、２４台分の貸駐車場を整備する

ものでございます。 

申請理由につきましては、代表者の身内である海の家の経営者から、路上駐車

等の解消の為、海の家から近くに位置している申請地に駐車場整備の依頼があ

ったことからこの度の計画に至ったもので、高齢となり耕作が困難な譲渡人が、

譲受人の要望に応じたもので、売買による所有権の移転となっております。本件

には、一体利用地はなく、計画面積は、土地利用計画からみて適当と判断させて

いただきました。 

なお、貸駐車場の整備を目的とした申請となっておりますので、全ての駐車場

を借り受ける旨が記載された、借受申込書が提出されております。 

申請地には隣接した農地が一部ございますが、既に勾配調整により土砂の流

出対策がなされており、汚水の発生はなく、雨水のみ道路側溝に放流されること

から、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

なお、本案件は、違反転用案件で、詳細な時期は不明ですが、申請地を相続し

た平成１８年には、既に砂利が敷き均され駐車場として貸出されていたことか

ら、下関市農業委員会会長あてに、始末書が提出されております。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

２７ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑１筆で、転用面積は、８１㎡、位置図は、３

３、３４ページ、公図は、３５ページ、土地利用計画図は３６ページをご覧くだ

さい。申請地は、ＪＲ山陰本線安岡駅から北東へ約１．２ｋｍに位置している、

過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」とな

ります。転用目的は、自己用住宅の敷地拡張でございます。 

申請理由につきましては、親の所有地の一部を借り受け、自宅への進入路の拡

幅及び駐車スペースの確保を目的に自己用住宅の敷地拡張を計画したもので、

使用貸借による権利の設定となっております。本案件の一体利用地１筆は、既に
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借受人が自己用住宅の敷地として利用しており、確保は確実で、計画面積は、土

地利用計画及び建ぺい率からみて適当であると判断いたしました。 

土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地が一部ございますが、既に砂

利が敷かれ、勾配調整により対策がなされております。汚水は、合併浄化槽で処

理され、私水路から道路側溝に放流、雨水は、私水路から道路側溝又は、私水路

から農業用用排水路に放流されることから、周辺農地の営農には支障ないと判

断しました。 

なお、本案件は、追認案件で、平成１０年頃から、住宅敷地の一部として利用

していたことから、下関市農業委員会会長あてに、始末書が提出されております。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

総会議案書２８ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆で、転用面積は、１，３

６８㎡、位置図は、３７、３８ページ、公図は、３９ページ、土地利用計画図は

４０ページをご覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本線福江駅から東へ約４．３ｋ

ｍに位置している過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、

「第２種農地」となります。転用目的は、売電を目的とした非フィットによる太

陽光発電設備を設置するものでございます。 

申請理由につきましては、申請地は、日照条件も良く土地整備費用も抑えられ、

資材搬入に必要な公道にも接していることから選定がなされたもので、県外に

居住しており耕作及び維持管理が困難な譲渡人が譲受人の要望に応じたもので、

申請者からは、代替地検討表が提出されております。売買による所有権の移転と

なっております。 

本案件には、一体利用地はなく、計画面積は、過去に転用許可された案件と比

較しても妥当であり、市農業委員会の農地法関係事務に係る指導指針の建ぺい

率及び土地利用計画からみても、適当であると判断いたしました。なお、下関市

太陽光発電事業と地域環境との調和に関する条例に係る環境部との事前協議は、

申請時には行われておりませんが、今後、協議予定である旨が、申請書には記載

されております。 

土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地が一部ございますが、既存の

畦畔で分断しており、汚水の発生はなく、雨水のみ、農業用用排水路に放流され

ますが、流下量に変化はないことから、周辺農地の営農には支障ないと判断しま

した。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

２８ページに戻りまして、４番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと
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おりでございます。登記地目は、田１筆で、転用面積は、１，１２６㎡、位置図

は４１ページから４３ページ、公図は、４４ページ、土地利用計画図は、４５ペ

ージをご覧ください。申請地は、下関市役所菊川総合支所から南東へ約２４０ｍ

に位置している、「第３種農地」で、該当条文は、議案書記載のとおりで、転用

目的は、長屋住宅でございます。 

申請理由につきましては、申請地周辺は住環境に恵まれた地域で、長屋住宅を

求める要望が多くあることから、この度の計画に至ったもので、譲渡人が譲受人

の要望に応じたものでございます。売買による所有権の移転となっております。 

本件の一体利用地は、市道や法定外公共物のみで、施工に必要な各申請書が提

出されており確保は確実で、計画面積は、土地利用計画からみて適当と判断させ

ていただきました。申請地には、隣接した農地はございません。 

汚水は、集落排水で処理され、雨水のみ、道路側溝に放流されることから、周

辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

本件は、「第３種農地」であるため、許可基準を満たしていると考えられます。 

本案件は、開発許可と同時施行といたします。 

以上でございます。 

 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

 

それでは、１番及び２番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、

報告をお願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

議席番号５番、田﨑です。１番及び２番の案件について、調査結果をご報告い

たします。 

令和６年１２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。 

１番の案件についてですが、申請地は、吉母海岸の近くにある小集団の農地で

す。すぐそばには海の家があり、すでに駐車場として無断転用がされていました。

詳細は事務局の説明のとおりです。譲受人は、海の家から近くにある申請地に駐

車場の整備の依頼があったことから譲渡人に権利移動を要望し、譲渡人は高齢

により耕作が困難なため、申出に応じたものです。添付された始末書によります

と、譲渡人が相続した平成１８年頃には、転用の手続を行わずに砂利を敷き均し

駐車場として貸し出していたとありました。申請地の傍の整備されていた道路
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は、夏場は路上駐車により他の車やごみ収集車の通行に支障をきたすため、駐車

場整備の依頼を受け、この度の計画にいたったものです。申請地に隣接する農地

は、傾斜地で申請地よりも高く雨水の影響はないものと判断いたしました。致し

方ないものと思われます。 

２番の案件についてですが、申請地は、下関済生会総合病院の近くにある集落

の中にある第２種農地です。貸付人と借受人は     です。借受人は農地を

借り転用して自己用住宅を建てており、自宅への進入路の拡幅及び駐車スペー

スの確保を目的に自己用住宅の敷地拡大を行いたく、また、貸付人は申請地にお

いて農業を行うことはないために借受人の要望に応じたものです。詳細は事務

局の説明のとおりです。すでに自己用住宅への進入路の拡幅及び駐車場のスペ

ースが設置されておりました。始末書を添付されての追認要件です。致し方ない

と思われます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番の案件につきまして、議席番号１番、阪田実委員、報告をお

願いいたします。 

 

阪田実委員 

議席番号１番、阪田です。３番の案件について、調査結果をご報告いたします。 

令和６年１２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。

現地は、何年か前に太陽光発電を設置した場所のすぐ近くで、広がりのない小集

団の第２種農地です。譲渡人の父親を知っていますが、大変一生懸命に農業をさ

れていましたが、           あっという間に農地がなくなるのだ

なと思っていますが、本人が農業はできないということで、こういう形になった

のだと思います。支障はないと思います。 

 ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、４番の案件につきまして、議席番号１２番、坂田謙祐委員、報告

をお願いいたします。 

 

坂田謙祐委員 

議席番号１２番、坂田です。４番の案件について、調査結果をご報告いたしま

す。 

 令和６年１２月２日、農業委員２名、事務局職員１名で現地確認を行いました。
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申請地は、アブニールの近くの国道４９１号線に接した第３種農地です。雑草が

生え、荒れ地の状態でした。所有者の方に農業後継者がおられないということで、

長年、耕作を放棄されておりました。位置的にも面積的にもなかなか耕作者がお

られないということで、現在にいたっていますが、この度長屋住宅を建てられる

ということで、致し方ないと思われます。雨水については道路側溝に放流、汚水

は集落排水で処理されることから、周辺農地には影響がないと思われます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案２号 農地法第５条第１項の規定による許可について」、「許

可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第３「議案３号 現況確認について」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書４６ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、畑１筆で、面積は、７３３㎡、

申請地の位置図は、４８、４９ページ、公図は、５０ページ、合わせて、現地調

査時の写真をご覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本線川棚温泉駅から南西へ、約

４５０ｍに位置する土地でございます。 

令和６年１２月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名

で現地調査を行いました結果、現地調査時の写真のとおり、灌木や笹竹が繁茂し

ておりましたので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第３号アに該当し、「非

農地」との判断になっております。 

４６ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑１筆で、面積は、４５㎡、申請地の位置図は、

５１、５２ページ、公図は、５３、５４ページをご覧ください。本件は、現地調
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査時の写真はございません。申請地は、下関市役所内日支所から北東へ、約１．

２ｋｍに位置する土地でございます。 

令和６年１２月３日に、農業委員２名と事務局職員２名で現地調査を行いま

した結果、議案書記載のとおりでございました。申請地は、公共事業に伴う残地

で、現況確認書交付事務取扱要領第５条第４号アに該当し、「非農地」との判断

になっております。 

４６ページに戻りまして、３番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑１筆で、面積は、４５２㎡、申請地の位置図

は、５５、５６ページ、公図は、５７ページ、合わせて、現地調査時の写真をご

覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本線梅ケ峠駅から南西へ、約２．５ｋｍに位置

する土地でございます。 

令和６年１２月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名

で現地調査を行いました結果、現地調査時の写真のとおり、申請地は、山林や海

に囲まれた孤立した農地で、一部に灌木等も確認できました。 

現況確認書交付事務取扱要領第５条第５号イに該当し、「非農地」との判断に

なっております。 

総会議案書４７ページをお開きください。４番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、畑１筆、墓地を含む面積は、７

０９．９１㎡、申請地の位置図は、５８、５９ページ、公図は、６０ページ、合

わせて、現地調査時の写真をご覧ください。申請地は、下関市役所豊北総合支所

から北西へ、約１．１ｋｍに位置する土地でございます。 

令和６年１２月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員１名

で現地調査を行いました結果、議案書記載のとおりでございました。申請地の大

部分の竹は伐採されておりましたが、伐根されておらず、一部に灌木も確認でき

ましたので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第３号イに該当し、「非農地」

との判断になっております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告をお

願いいたします。 

 

石田安男委員 

議席番号９番、石田です。１番の案件について、現地確認の報告をいたします。
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内容は、事務局の説明のとおりです。 

１２月４日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職員２名で

現地確認を行いました。現地は、西消防署より入り線路を渡った左側で、みかん

園地であり、２０年近く前より放任状態で灌木や笹竹が繁茂しており、人も入れ

ない状態でした。事務取扱要領第５条第３号アに該当し、全員一致で「非農地」

と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号７番、下田敏純委員、報告を

お願いいたします。 

 

下田敏純委員 

議席番号７番下田です。２番の案件について、調査結果をご報告いたします。

１２月３日、農業委員２名、事務局職員２名で現地調査を実施しました。 

現地は、県道拡幅工事時の残地で、狭小農地です。竹や雑草が繁茂し、農地と

しての利用は不可能です。立会人全員で「非農地」と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、報告を

お願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

議席番号５番、田﨑です。３番の案件について、調査結果をご報告いたします。 

令和６年１２月４日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職

員２名で現地確認を行いました。申請地に着くまで、道を探すのに苦労しました。

申請地は、議案第２号１番の申請地の近くにあり、山林や海に囲まれた孤立した

農地で、一部には灌木が確認されました。全員一致で「非農地」と判断いたしま

した。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、４番の案件につきまして、議席番号１７番、岩本憲慈委員、報告

をお願いいたします。 
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岩本憲慈委員 

議席番号１７番、岩本です。４番の案件について、調査結果をご報告いたしま

す。 

令和６年１２月４日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職

員１名で現地確認を行いました。 

申請地は、山林に接した土地で竹が生え一部に灌木も確認できました。しかし

ながら、現地を見に行った時は、大部分の竹が伐採され、開けておりましたので

「農地」判定も考えられたため委員３人で協議を行いました。 

その結果、申請地の山林に接した部分は林野化しており、伐採した竹について

も根が残った状態で、何もしなければ全体的に林野化することは確実であると

の見方により「非農地」との判断に至りました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第３号 現況確認について」、全て「非農地」とすることに賛成の委員の

挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって本議案は、原案のとおり決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第４「議案第４号 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法

律（令和４年法律第５６号）附則第５条により改正前の農業経営基盤強化促進法

第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」をお諮りし

ます。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

説明の前に議案書の訂正がございます。 

総会議案書６７ページにおいて、貸し手の住所と氏名に誤りがありました。詳

しくは本日お配りした「議案第４号の一部訂正について」によりご確認をお願い

します。大変申し訳ありませんでした。 
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それではご説明いたします。 

総会議案書６１ページをお開きください。１番、この案件は、令和６年１２月

２７日公告予定分に係る決定でございます。詳細につきましては、６２ページか

ら６９ページの「１．農用地利用集積計画一覧表（令和６年１２月２７日公告予

定分）」をご覧ください。 

別紙「議案第４号関係資料」の１ページから３ページに、地区別の利用権設定

面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、期間別の一覧表をお示ししておりま

す。 

いずれの案件も、計画内容は、「下関市農業経営基盤強化の促進に関する基本

的な構想」に適合し、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５

条により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は、ござい

ませんか。 

 

新久保克己委員 

 議席番号３番、新久保です。６２ページの中で、利用権の設定を受ける者、借

り手の欄に「解除条件付利用権」とあるが、どのようなものか教えていただきた

い。 

 

議長（山田会長） 

事務局、お願いします。 

 

事務局（稲田主任） 

 お答えいたします。解除条件付きに関しましては、今回、一般法人の方が利用

権設定により農地を借り受けて耕作をするという内容で、解除条件付きを利用

するという内容になっておりますが、法人の場合、農地所有適格化法人の場合は

解除条件を設定する必要がありませんので、解除条件のない方法でやっており

ます。解除条件というのは、借り手の方が仮に何もしないで農地が荒れるような

ことがあった場合に、貸し手側が一方的に解除できるという内容のものになり

ます。通常は合意のもとの解約となりますが、この解除条件付きは一方的に貸し

手側が解除できるという条件のもと、利用権の設定を行うものとなっておりま

す。以上でございます。 
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議長（山田会長） 

他に質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第４号 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年

法律第５６号）附則第５条により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」、賛成の委員の挙手を求

めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって本議案については、原案のとおり決定しましたので、その旨を下関市長

へ通知することといたします。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第５「議案第５号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条

第１項の規定による農用地利用集積等促進計画（配分）に係る意見決定について」

をお諮りします。 

なお、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に、議席番号   

番、     委員が該当していますので、退席をお願いいたします。 

（委員 退席） 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

ご説明いたします。 

総会議案書７０ページをお開きください。この案件は、農地中間管理機構が借

受けた農地を、公募した借受け希望農家に配分するにあたり、下関市長から農用

地利用集積等 促進計画（配分）に係る意見を求められたものでございます。 

１番、内容につきましては、７１ページの「１．農用地利用集積等促進計画（配

分）案（下関区域分）」と、７２ページの「利用権の設定を受ける者の経営状況

（下関区域分）」をご覧ください。 

別紙「議案第５号関係資料」に地区別の配分に関する利用集積等促進計画集計

表をお示ししております。 

いずれの案件も、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項の各

要件を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 
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議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は、ござい

ませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第５号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１項の規定に

よる農用地利用集積等促進計画（配分）に係る意見決定について」、原案のとお

り「意見なし」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり「意見なし」と決しましたので、その旨の意見を付して

下関市長に送付いたします。 

それでは、   委員は着席をお願いいたします。 

（委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第６「議案第６号 「下関市農業委員会に対する事務委任規則」の

改正に関する協議について」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

ご説明いたします。 

総会議案書７３ページをお開きください。 

この案件は、「下関市農業委員会に対する事務委任規則」を改正するにあたり、

地方自治法第１８０条の２の規定により下関市長より協議を求められたもので

す。 

規則の改正内容ですが、７４ページの新旧対照表をご覧ください。農地中間管

理事業の推進に関する法律第１９条第２項に規定する、農用地利用集積等促進

計画の案の作成及び提出に関する事務が追加されるため、第２条（委任事務）の

中に条文を追加するものでございます。 

なお、７５ページから７７ページは改正後の事務委任規則の（案）全文でござ

います。該当の条文にアンダーラインを引き表示しております。 

別紙「議案第６号関係資料」に、下関市長からの依頼文書及び関係法令の抜粋

を掲載しております。 

以上でございます。 
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議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

 それでは、「議案第６号 「下関市農業委員会に対する事務委任規則」の改正

に関する協議について」、原案のとおり「承諾」とすることに賛成の委員の挙手

を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり「承諾」とすることと決しましたので、その旨の回答を下

関市長に送付いたします。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第７「報告第１号」から日程第１５「報告第９号」までを一括して、

事務局より報告を求めるところですが、「報告第９号」については、１１月の農

業振興専門委員会の審議の報告が委員長よりなされることから、まず、報告第１

号から第８号までの報告を求めます。 

 

事務局（佐々本事務局次長） 

ご報告いたします。以降、着座にてご報告いたします。 

総会報告書１から１０ページ、報告第１号「農地法第３条の３第１項の規定に

よる届出について」は、３９件ございました。 

１１ページ、報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出に

ついて」は、２件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。書類等そろっておりました

ので、専決により、受理通知書を交付いたしました。 

１２から１３ページ、報告第３号「農地法第５条第１項第６号の規定による転

用届出について」は、４件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。書類等そろっておりました

ので、専決により、受理通知書を交付いたしました。 

１４から１７ページ、報告第４号「農地法第１８条第６項の規定による通知に

ついて」は、利用権で設定されていた賃貸借の合意解約が１６件ございました。

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

１８ページ、報告第５号「農地の転用事実に関する証明について」は３件ござ
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いました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。農業委員による現地確認を

行い、提出された書類にて農地以外である旨が確認できましたので、証明証を交

付いたしました。 

１９から２１ページ、報告第６号「農地法第５条第１項による許可案件の現地

確認の報告について」 

過去に資材置場を目的に農地転用許可された８件については、１２月に現地

調査を行い、調査月の総会で報告することとなっております。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

２２から２７ページ、報告第７号「令和６年度第８回総会議案第３号の審議案

件の訂正について」でございます。内容につきましては、記載のとおりでござい

ます。 

２８から２９ページ、報告第８号「令和６年度第８回総会議案第６号の審議案

件の訂正について」でございます。内容につきましては、記載のとおりでござい

ます。大変申し訳ございませんでした。 

以上、ご報告いたします。 

 

議長（山田会長） 

続いて、「報告第９号」について、農業振興専門委員会 坂田謙祐委員長の報

告を求めます。 

 

坂田謙祐農業振興専門委員長 

３０ページ、報告第９号「令和７年度提出「令和８年度下関市農業施策に関す

る意見書」作成に係る意見調査について」、１１月に開催しました農業振興専門

委員会の結果をご報告いたします。 

これは、農業委員会等に関する法律第３８条第１項に基づき、下関市長に農業

施策についての意見書を提出するために、事前に農業委員及び農地利用最適化

推進委員への意見調査を例年実施しており、今年度も来月の推進会議において

事務局から調査票を配布するものです。 

「案」（令和７年１月１６日付け）「令和８年度下関市農業施策に係る意見調査」

と書かれた資料をご覧ください。先月の専門委員会では、調査票の内容について

確認をし、追加した方がよいと思われる項目について意見交換をいたしまして、

その意見を反映させた内容となっております。 

今回、新たに追加した項目は、「自然災害発生時における農地等復旧支援」、「農

業用機械更新に対する支援」、「農業用施設の助成に対する緩和」、「新規就農者・

担い手の確保につながるイベントの開催」の４点です。いずれも調査票２枚目の
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「３．その他の施策について」に追加しております。 

１点目の「自然災害発生時における農地等復旧支援策」は、災害発生時におけ

る早期復旧に対する支援を求めるために提案いたしました。 

２点目の「農業用機械更新に対する支援」については、購入に対する支援につ

いては、これまで要望してまいりましたが、更新時に受けられる支援についても

要望してはどうかという意見から提案いたしました。 

３点目の「農業用施設の助成に対する緩和」については、助成の条件を緩和し

てほしいという意見から提案いたしました。 

４点目の「新規就農者・担い手の確保につながるイベントの開催」については、

農業に対して興味をもっていただくきっかけになるようなイベントを開催して

はどうかということで、提案させていただいております。 

来月、調査票をお配りし回答期限は２月末とする予定で、専門委員会として承

認いたしましたので、本日のご報告となっております。 

よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び専門委員会委員長の報告が終わりました。 

ただいまの報告第１号から第９号につきまして、ご意見、ご質問等ございませ

んか。 

 

 ないようですので、以上をもちまして「令和６年度第９回定例総会の閉会」を

宣告いたします。 

 

 

 

 

（終了時刻１０時４５分） 
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上記の議事録は正確と認め署名する。 

 

 

議長                             

 

 

署名委員                           

 

 

署名委員                           


